
令和７年度 第３回教育行政評価委員会 議事概要 

 

開催日時：令和 7年 11月５日（水）午後３時から 

開催場所：市役所２階 ２０１会議室 

出席者  加納委員長、伊室副委員長、杉澤委員、吹上委員、上見委員、金山委員 

事務局  澤田教育長、川部事務局長、中事務局次長、藤岡教育総務課政策係長 

議事   １ 令和７年度教育行政評価の調整協議について 

        ・第 2回評価委員会後の修正箇所について【資料１】 

・令和７年度教育行政点検評価報告書（案）について 【資料２】 

      ２ その他 

 

【事務局長】それでは、定刻になりましたので、令和７年度第３回教育行政評価委員会を始

めさせていただきます。委員の皆さまにはお忙しいところをお集まりいただきましてありが

とうございます。本日は、委員の皆様から頂戴しました評価につきましてご確認をいただき、

補足をいただきながら取りまとめのための整理をお願いしたいと思っております。 

 それでは、会議に先立ちまして、加納委員長様よりご挨拶を頂きたいと思います。 

 

【委員長】いよいよ第 3 回教育行政評価委員会が開催されるということで、委員の皆さん

にはさまざまな角度から、忌憚のない意見をたくさんちょうだいしましてありがとうござい

ました。 

また事務局の方々には、取りまとめを委ねるというケースが大変多かったので、申し訳な

かったですが、的確にまとめていただいたことに感謝します。 

大変暑い本年の夏そして秋でしたが、3回目を迎えるこの時期になりますと、こんなにも

肌寒い季節になり、時の移ろいをしみじみ感じています。 

すでに行政の方では、来年度に向けた取り組みが始まっているというのではないかなと思

います。本日は、令和 6 年度の外部評価をまとめさせていただいて、また次年度へつなげ

ていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

本日もどうぞよろしくお願いします。 

 

【事務局長】ありがとうございました。 

次に会議の成立報告と委員のみなさまへのお願い事項について説明させていただきます。

本日の委員会ですが、伊賀市教育行政評価委員会の設置に関する条例第 6 条第 3 項により

委員の半数以上の出席により会議が成立していることをご報告させていただきます。 

また、本日の会議は、伊賀市審議会等の会議の公開に関する要綱によりまして、会議を公

開し、会議の傍聴を認めておりますので、本日の会議を傍聴される方、報道関係者の撮影等

について、ご了解、ご理解をお願いいたします。 

あわせて、会議録作成のための録音と会議録の公開について、ご了解いただきますようよ



ろしくお願いいたします。 

次に、本日の会議に使用する資料について確認をさせていただきます。事前に送付させて

いただきました資料として、事項書、資料１「第２回評価委員会後の修正箇所について」、

資料２「令和７年度教育行政点検評価報告書（案）」となっています。過不足等ございまし

たらお声がけいただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（資料確認） 

それでは委員の皆さま、本日はよろしくお願いいたします。以降の進行につきましては、

加納委員長様、よろしくお願いいたします。 

 

【委員長】それでは、事項書に従いまして進めさせていただきます。事項書 1番、協議事項

（１）令和７年度教育行政評価の調整協議について 資料１の「第２回評価委員会後の修正

箇所について」事務局からお願いします。 

 

【事務局】（資料１ 説明） 

 

【委員長】それでは委員の皆さん、確認いただいて、委員会として、表現について少し不適

切かなということも含めて、事務局さんに委ねましたが、きちんと修正していただいている

と思います。ご意見ちょうだいしたいと思います。 

 

（所属ごとに協議。協議による修正事項は、「資料 １’ 第２回 評価委員会後の修正

箇所一覧（第３回委員会にて協議後）」のとおり） 

 

【委員長】それでは、続いて資料２ 「令和７年度教育行政点検評価報告書（案）について」

事務局から説明をお願いします。 

 

【事務局】（資料２ １ページ目説明） 

 

【委員長】概要についてご確認いただきたいと思います。全体と、特に「３．総評」につい

て事務局から説明がありましたが、事務局が作成した案についてご意見などをいかがでしょ

うか。 

 

【委員長】「10年後」とあるのはどこが起点になりますか。学校みらい構想基本計画は２年

前にできたのではないですか。 

 

【事務局次長】みらい構想は今年の 5月にできております。 

 

【委員長】教育大綱はいつできますか。 

 



【事務局次長】11月 12日に市議会議員全員協議会で報告をもって公になります。今年度

からのスタートになります。 

 

【事務局長】本来でしたら昨年度改定の予定でしたが、総合計画と合わせていますので、総

合計画が半年延びたことにより、教育大綱も今年にずれてきています。 

 

【委員長】期間は総合計画と合っているのですか。 

 

【事務局次長】はい。合わせています。 

 

【委員長】そういうことで「10年後」としているということですね。修正等はよろしいで

しょうか。 

 

（意見なし） 

 

【委員長】ではご了解いただいたということで、２ページ以降の所属単位の評価や意見につ

いて説明をお願いします。 

 

【事務局】（資料２ ２ページ以降を説明） 

 

【委員長】所属ごとに取りまとめていきたいと思います。 

 

（所属ごとに協議） 

 

【委員】評価委員からの評価・意見等が唐突に始まるので、第三者が見た時に分かりにくい

項目があると思います。最初の委員会の資料から見て行けば繋がっているのは分かりますが、

（今日作成する）報告書がそのまま教育委員会定例会や冊子「教育方針」に載るので、評価

委員は何について意見を言っているのか分かりにくいのではないかと思います。 

 

【委員長】以前は事業概要の右側に評価・意見を載せていましたが、何年か前に変更したと

思います。努力目標評価シートを熟読していただいた上で、評価委員会で検討した時に、そ

れぞれの項目でこのような意見が出ているというように見ていただいたらいいと思います。

シート、我々の評価・意見、それから担当課の今後の対応の 3 つ読んでいただくというこ

とを念頭に置いて作成するしか方法はないかと思います。説明の機会を持たざるを得なくな

った時はよろしくお願いします。 

 

（協議による修正事項は、「資料 ２’ 令和７年度 教育行政点検評価報告書（案）（第

３回委員会にて協議後）」のとおり） 



 

【委員長】評価・意見等をまとめていただきましたが、気になることがございましたら、事

務局の方へ連絡をお願いします。本日のこの議論につきましては、事務局さんでもう一度ま

とめていただいて、私が一度見せていただいて、提出を行わせていただきたいと思いますの

でご了承いただきますようお願いします。 

それでは進行を事務局お返しします。 

 

【事務局長】ありがとうございました。その他、委員の皆さまから何かございますか。 

無ければ事務局から連絡させていただきます。 

 

【事務局】本日、ご協議いただきました報告書案の修正をしたものを「教育行政点検評価報

告書」として教育委員会に提出させていただきます。その後、いただいた意見や評価への「今

後の対応」を各課で記入したものを委員のみなさまに 12月中に送付します。 

また、毎年度作成している教育方針の元となる教育理念や基本方針を定める「教育大綱」

につきまして少し説明させていただきます。令和 3 年に見直しを行いました教育大綱は、

期間が令和 6 年度までの予定でございましたが、市の総合計画と整合性を図りながら改定

する必要がありますので、期間の延長を行っておりました。市長と教育委員等で構成する総

合教育会議におきまして検討を重ね、この度改定版ができ、11月 12日の議員全員協議会

にて報告させていただきます。委員の皆様へも、「今後の対応」を送付します際に、一緒に

教育大綱も送付させていただきます。 

 今回の教育行政評価や令和８年度の各課努力目標などを記載した「令和８年度教育方針」

につきましては年度内に作成し、4月に送付させていただく予定です。 

 また、次年度の教育行政評価委員会は、第 1 回を 7 月頃に開催させていただければと考

えていますのでよろしくお願いいたします。連絡事項は以上です。 

 

【事務局長】それでは、閉会にあたりまして、澤田教育長より挨拶をさせていただきます。 

 

【教育長】7 月から 3 回に渡りまして、ご協議いただきました。本日も長時間に渡りご議

論いただきまして、ありがとうございました。 

「令和 7 年度教育行政点検評価報告書（令和 6 年度事業に対する評価ご意見）」に基づ

き、今後各課で効率的、また効果的に事業を進めていくよう具体的に考えていきたいと思っ

ております。またそのことを基に事務事業を組立て、指標を定めて進捗管理を行っていくこ

ととなります。 

先ほど、事務局の方からも説明させていただきましたが、第３次伊賀市総合計画に基づき

まして、教育大綱をこの度改定しました。内容を改めて見ますと、5年前の改定から考える

と社会の変化のスピードは大変早く、社会の状況により子どもたちが影響を受けているとい

うようなことも多くあります。5年前は、ＩＣＴの具体的な記載はありませんでしたが、コ

ロナがあり、1 人 1 台パソコンが導入され、それが当たり前になっているということもあ



ります。 

学校教育の分野で言いますと、10月 29日に文部科学省から令和 6年度の児童生徒の問

題行動、不登校など生徒指導報告書、結果概要がまとまり、新聞等で報道されました。いじ

めの認知件数、重大事案ともに過去最多、暴力発生行為件数も過去最多、小中学校における

不登校児童生徒数は約 35 万 4000 人でこれも過去最多という報告がありましたし、さら

に小中学校、高校生の自死の数も 413人で、過去最多ではありませんが、令和 5年の 397

人と比較しますと、20人ほど増えたという報道があり、極めて憂慮すべき状況となってい

ると思います。 

ただこのような状況であるからこそ、学校教育や生涯学習、社会教育に求められているこ

と、また果たすべき役割は大変大きいと思っております。 

その他、各課におきましても、多様な課題を抱えておりますので、この約 70の事業をし

っかりと取り組んでいきたいと思っておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 本日はどうもありがとうございました。 

 

【事務局長】それでは、これをもちまして令和７年度第３回伊賀市教育行政評価委員会を終

了させていただきます。ありがとうございました。 

 

（1６時２０分終了） 

 


